
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

越前市味真野小学校 ４年 

第 10号 2021.1.11発行 

＜生活目標＞ 

                                     「新年のめあてをもとう」  harmony  
 あけましておめでとうございます。昨年は、大変お世話になりました。３学期もどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 さて、いよいよ３学期。まとめの時期でもあり、５年生に向けて学習面や生活面でも１段階

レベルアップしていく時期でもあります。エネルギーをしっかりと蓄え、５年生へ勢いよく

駆け上がっていけるよう、担任一同、精一杯努めてまいります。 

【お知らせ】 

 

朝起きて、自分の好きなようにタイムマネージメントをしていたところから、学校が

始まり、周りに合わせてタイムマネージメントをしていくとなるのは、負担を感じてし

まいがちです。いきなり切り替えられるのが一番ですが、少しずつ心も体も慣らしてい

きましょう。また、食事の量や睡眠時間なども適切なものになるようしっかりとコント

ロールしていきましょう。 

【生活リズムを取り戻しましょう】 

【情報活用能力と情報モラル】 

 □習字セット □絵の具セット □リコーダー   □のり     □はさみ □色鉛筆  

□分度器   □コンパス     □三角定規１組  □なわとび 

【学用品を早めに学校に持ってきましょう】 

近年、ＧＩＧＡスクール構想という取り組みの中で、一人１台タブレットが配布され、情報を

得る、情報をまとめる、情報を発信する、情報を共有するための知識、技能を育成する活動やモ

ラルを高める活動が増えてきています。これらの取組は、子供たちが今生きている社会がすでに

インターネット（仮想空間、クラウド）を介して人とコミュニケーションを行うことが当たり前

となってきていることから、これからの時代に必要な資質・能力として考えられています。 

冬休み、一番心配されたことが、インターネット上のトラブルです。一重にトラブルといって

もその中身は昔とずいぶん変わってきています。もし、フィルタリングさえしていればと思って

いるとすると、それは１０年前位の情報です。今は以前よりも、さらに人と人が密接な状況にあ

り、ケータイ・スマホ、パソコン、ゲーム、テレビなど、様々なところでコミュニケーションが

生まれています。 

世界の調査で、日本人は、大人も子供もゲームや趣味にインターネットなどを利用する能力は

上位であるが、学習や仕事に使う力は下位の方というデータがあります。普段から偏った使い方

をしていると、偏った見方や考え方が価値観となってしまいます。まだまだインターネット発展

途上国である日本において、子供たちを守るためにもまずは、ＩＴ機器のメリット・デメリット

をお家の方と一緒に使いながら考えていくことも大切なのかもしれません。 



 

 

 

 

 

週 月 火 水 木 金 土 日 

 
     １ 

元日 

２ 

 
３ 

閉庁 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 

Ｂ 

１０ 

成人の日 

１１ 

始業式 

13:10 下校完

了 

１２ 

委員会 

購買開始 

１３ 

図書貸し出し

開始 

１４ 

昼休：清掃オリエン

テーション 

体操 

１５ 

スマイリ

ー週間 

１６ 

Ａ 

１７ 

おんちゃん勉

強会開始 

集金明細配付 

１８ 

②ものづくり教室 

読み聞かせ開始 

なわとび開始 

体操 

１９ 

クラブ 

⑤4-1 琴の学習 

２０ 

 

２１ 

体操 

２２ ２３ 

Ｂ 

２４ 

14:30 下校 

２５ 

体操 

２６ 

クラブ 

⑤4-2 琴の学習 

２７ 

集金引き落と

し 

２８ 

体操 

２９ ３０ 

Ａ ３１ ２月１５日（火）学校公開 

科学通信 vol.1 ～あこがれをもつことの大切さ～ 

 

 ４年生では、３学期に２分の１成人式を予定しています。この

行事を通して、今までの自分を振り返り、これからの自分を思い

描いて意欲的に進んでいこうと思えるような式にしていってほ

しいと願っています。そこで大切になってくることは、「なりた

い自分」をもっているかどうかだと思います。ロールモデルとも

呼ばれ、「真似をしたい。」と思える人ということです。このあこ

がれをもつことのメリットには科学的な調査がされているそう

です。以下引用ですが、ミラーニューロンという脳にある神経細

胞は、他の人の行為を見て、脳が同じ経験をするという共鳴・共

感の働きをしています。この細胞は、直接接していなくても、本、

写真、映像でも同じ働きをするそうです。そして、その人に似て

くると言われています。 

私事ですが、サッカーを指導しているとき、選手にあこがれの

存在を聞くと「あまりいない」と答える選手よりも、「明確にあ

る」という選手の方が、やはり、その後の成長も違います。 

「好きこそ物の上手なれ」 

まずは、あこがれをもってみませんか？ 

 １月の学習予定 

国語  熟語の意味 

ウナギのなぞを追って 

社会 きょう土の伝とう文化と先人の 

働き 

算数 調べ方と整理の仕方 

   表を使って考えよう 

理科  寒くなると 水の姿と温度 

音楽  心の輪を広げよう 

図工 版画 ポーズの秘密 

体育 器械体操（鉄棒 跳び箱） 

総合 ２分の１成人式  

英語 unit8 

 

 

1 月 の 行 事 予 定 


